
45 広報あしや● 平成 17 年（2005 年）３ 月 １ 日号　No.911

9ch.広報�ガイド�テレビ�テレビ� 番組�

芦屋市の動き

芦屋市政キララ！

広報トピックス

震災10周年記念事業

＊３月27日(日)は「J-COMプレビューデー」のため、④⑤の放送はありません。

■番組に関する問い合わせ　広報課　138-2006　■CATV全般に関する問い合わせ

 ㈱ケーブルネット神戸芦屋(J-COM Broadband神戸・芦屋)　70120-13-8160

　
月

① 8 :00

②11:30

③16:00

④19:30

⑤22:30

※ＶＨＳ
　テープ
　貸出可

芦屋市聖苑オープン
震災復興土地区画整理事業全区域完成
集会所トーク
これなんやろ？ ちょっと昔の生活道具
「芦屋市犠牲者追悼式」
「タイガー大越スペシャルコンサート」
「忘れたい 忘れない…伝えよう永遠へ」
「美術博物館・米田知子 震災写真展」

放送時間
〔30分〕

サーティー
min.芦屋市広報番組　あしや30

3

講演会「共に生きる社会をめざして」

人権について考えませんかミニ特集

■日　　時　３月17日(木)午後２時～４時
■会　　場　上宮川文化センター・ホール
■講　　師　ＮＰＯ大阪障害者自立生活協会理事長・楠敏雄氏
■内　　容　障害者の人権について、ご自身の体験談をまじえながら
　　　　　　精神障害者問題や雇用問題、支援費制度の現状と課題等
　　　　　　をお話しいただき、共に生きることの大切さを考えます。
■定　　員　先着100人
■申し込み　電話かファクスで、①講演会名②氏名③住所④電話番号を上記へ

問い合わせ　上宮川文化センター　122-9229/FAX22-1659

「出会いのための　　　　
　　障害者メッセージ」

■日　時　３月16日～23日(日曜・祝日を除く)
　　　　　午前10時～午後７時
■会　場　上宮川文化センター　大会議室
■内　容　障害のある人もない人もそれぞれに
　　　　　補い合い、共に主人公となる社会の
　　　　　あり方について考えます

講座「アジアの子どもたちは今」

■日時・内容　３月16日(水)午後７時～９時、「地雷の村で『寺子屋』づくり」カンボ
　　　　　　　ジアこどもの家代表・栗本英世氏／23日(水)午後７時～９時「アジアの
　　　　　　　子どもたちとＮＧＯ」特定非営利活動法人アジアボランティアセンター
　　　　　　　代表・平田哲氏／30日(水)午後７時～９時「インド洋大津波と子どもた
　　　　　　　ち」特定非営利活動法人アジアボランティアセンター代表・平田哲氏
■定　　　員　先着30人
■申　し　込　み　電話かファクスで、①講座名②住所③氏名④電話番号を上記へ

ヒューマンライツシアター「未来への贈りもの」

■内　容　尾道を舞台に、突然の病気で視力を
失った少女・未来(みく)が、周りの人たちとの
出会いを通して希望を取り戻していく物語。耳
の不自由な人のために字幕がつき、視覚障害者
も健常者と同じ条件で映画を観ることができる
ように、想像力をかき立てるセリフを入れるこ
とで、状況や場面を思い浮かべられるような工
夫をしたバリアフリー映画。監督・多田義彦／
出演・岩崎典子、白畑真逸ほか。

■日　時　３月11日(金)午後６時30分～８時12分(各回とも上映30分前に開場)
　　　　　３月12日(土)午前10時30分～午後０時12分・午後１時30分～３時12分
■会　場　上宮川文化センター・ホール
■定　員　各回とも、当日先着100人

《３月のシネポケット“ひゅーまん”》
■日時・内容　３月２日(水)「僕の村は戦場だった」／９日(水)「ユキエ」／16日
「きっと忘れない」／23日「キルトに綴る愛」、いずれも午後１時30分～　■定員
先着30人　■会場・問い合わせ　上宮川文化センター(122-9229　上宮川町10-5)

女性センターまちづくり参画セミナー公開講座

　｢参画と協働 ―市民ができること市ができること―｣

　まちづくりに参加するってどんなこと。むつかしい？大変なのでは？　でも、自分のまちだから
何かしたいって思う人が多いのでは？　市民がまちづくりに参加することや、その方法について、
逗子市長８年の経験を通してお話しいただき、あなたの思いをまとめてみませんか。
■日時　３月24日(木)午後２時～４時　■会場　市民センター301室　■定員　先着100人(要予約)
■一時保育　２歳以上就学前の幼児。先着10人(３月17日までに＜要予約＞)
■申し込み　はがき、電話、ファクス、Ｅメールまたは女性センター窓口へ。①住所②氏名③電話
　　　　　　番号(ファクス番号)④保育希望のかたは子どもの名前・生年月日を記入し下記へ

　　

講師：龍谷大学教授・富野暉一郎氏

問い合わせ　女性センター　138-2023/FAX38-2175
Ｅメール：josei-ce@city.ashiya.hyogo.jp(〒659-0092大原町2-6 ラ・モール芦屋２階)

男女共同参画推進セミナー「次世代のしあわせレシピ」

■内　　容　第１部・講演「ふたりで半分こ」高校教諭・内藤弘正氏
　　　　　　第２部・講師と高校生によるフリーディスカッション　
■日　　時　３月12日(土)午後１時30分～３時50分　
■会　　場　尼崎市労働福祉会館小ホール　
■定　　員　先着60人　
■一時保育　１歳以上就学前の幼児10人(３月10日までに下記へ予約)　

ア
ー
ト
フ
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ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

2005年 春
■５月３日・４日/午前10時～午後５時

会場：美術博物館

出店者募集

■販売物の内容

　広い範囲での個人の創作作品に
限ります。また、原則として作者
(あるいはグループ)が直接店頭で
販売されることを希望します。
　古物、古着、既製品、仕入れ品
などの日用品は扱いません。
■参加申し込み

　３月15日(火)＜必着＞までに、
所定の申込書(電話でご請求くださ
い)を右記へ。出店に際して、販売
予定の作品２～３点の写真をお送
りください。※主催者の趣旨にそ
ぐわない場合は出店をお断りする
ことがあります。
■費用　２日間の売上げの15％を
美術博物館にお納めください。

ボランティアスタッフ募集

　アートフリーマーケットの準備、案内、
広報などの仕事をするボランティア・
スタッフを募集します。
■期間　３月中旬～５月初旬(６日間)
■内容　出品者リスト作成、案内の作成
　　　　発送／参加者説明会、広報活動
　　　　／会場の準備／会場統括、案内
■募集　２～３人(面接で選考)
■資格　20～50歳、パソコンができる人
■その他　交通費(１日2,000円限度)を　
　　　　実費支給します。
■応募方法　３月11日(金)＜必着＞で、
　　　　　　履歴書を下記へ。

問い合わせ
美術博物館アートフリーマーケット係
138-5432/FAX38-5434(伊勢町12-25)

震災から10年 米田知子展

　本展は「震災から10年」をテーマに、芦屋市内を撮影した“Scene”シリーズの新作
カラー写真８点、および震災直後に神戸周辺を写した未発表のモノクロ写真10点から
構成されます。本展が、美術という切り口により、「10年」という時間のもつ意味に
ついてともに考察する場となれば幸いです。
■会　　期　２月26日～４月10日(月曜休館／祝日の場合は翌火曜日)
■開館時間　午前10時～午後５時(入館は４時30分まで)
■会　　場　美術博物館
■観　覧　料　一般500(400)円、大高生400(320)円、中学生以下無料(団体料金・20人以上)

「震災から10年　大橋了介作品の修復と再生」
「これなんやろ？　ちょっと昔の生活道具」
「伝えたいあの日：震災記録写真展」

同時開催

問い合わせ　美術博物館　138-5432

小企画　震災から10年「谷崎潤一郎の地震ぎらい」

◆会　　期　３月27日(日)まで＜月曜休館／３月21日は開館、翌22日休館＞
◆開館時間　午前10時～午後５時(入館は４時30分まで)
◆観　覧　料　一般300円、大高生200円、中学生以下無料
◆常 　設　 展　谷崎潤一郎の生涯と作品を原稿・書簡・初版本・写真等で紹介。

問い合わせ　谷崎潤一郎記念館　123-5852(伊勢町12-15)

◆期　間　３月７日～30日(土・日・祝日を除く)午前９時～午後５時
◆会　場　女性センター(大原町2-6 ラ・モール芦屋２階)
◆内　容　フェスタ展示作品(写真、グループ情報誌、川柳、絵手紙等)

女性センター
フェスタ展

問い合わせ
阪神南県民局男女共同参画推進員連絡会議　1/FAX06-6426-0190

エイジレスライフセミナー＜前期＞　受講者募集
【17世紀のオランダ絵画・点描】
■講師　小磯記念美術館館長・西村規
矩夫氏　■日時　①４月８日②５月13日
③６月10日④７月８日(いずれも金曜日)
午後２時～３時30分　■会場　市民セン
ター 218室　■定員　60人　■受講料　
3,500円(全４回)

【『歎異抄』に学ぶ７ ―親鸞の教え―】
■講師　大谷大学特別任用教授・小野
蓮明氏　■日時　①４月28日(木)②５月
27日(金)午後２時～３時30分／③６月３
日(金)④７月１日(金)午前10時～11時30
分　■会場　市民センター401室　■定
員　100人　■受講料　3,500円(全４回)

※申し込み　下記事務所で３月３日(木)午前９時から、先着順で受け付け。
※『歎異抄』の講座、テキストをお持ちでないかたは別途テキスト代160円必要。

問い合わせ　文化振興財団　131-4962(市民センター内)
　
　
　

問い合わせ
芦屋市人権教育推進協議会事務局

138-2091(生涯学習課内)

問い合わせ　国体準備室　138-2056

「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
」
の
日
程
が
決
定
し
ま
し
た
　

　
今
年
開
催
さ
れ
る
「
競
技
別
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
」
の
日
程
と
会
場
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

■
カ
ヌ
ー(

フ
ラ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ)

／
八
月
二

十
日
〜
二
十
三
日
／
会
場
・
キ
ャ
ナ
ル
パ
ー
ク(

陽
光
町)

■
ラ
イ
フ
ル
射
撃(

セ
ン
タ
ー
・
フ
ァ
イ
ア
・
ピ
ス
ト
ル)

／
九
月
二
十
三
日
〜
二
十
四
日
／
会
場
・
県
警
察
学
校
射

撃
場
（
朝
日
ケ
丘
町
）

「
芦
屋
市
国
体
だ
よ
り
」
を
発
行
し
ま
し
た

　
皆
さ
ん
に
、
国
体
準
備
情
報
を
ご
提
供
す
る
た
め
、

競
技
準
備
状
況
・
競
技
内
容
・
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
掲
載

し
た
「
国
体
だ
よ
り
」

を
発
行
し
ま
し
た
。

　
「
芦
屋
市
国
体
だ
よ

り
」
は
、
国
体
準
備
室

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

韓国料理とお話

■日時　３月18日(金)午前10時～午後
２時　■会場　市民センター料理室　
■講師　白秋子(ペク･チュジャ)氏　
■内容　キンパ(巻寿司)、チャプチェ、
わかめスープ　■費用　1,000円(賛助
会員500円)※当日キャンセルは500円
(材料費)　■定員　先着24人(要予約)
■持ち物　エプロン・食器用ふきん

消費生活センターの催し
＝家庭用品交換会＝

■日時　３月13日(日)午前10時30分～
午後２時(出品者と協会員は午前10時入
場可)＊紙袋をご持参ください　■会場
市役所分庁舎２階大会議室　■出品　12
日(土)午前10時～午後３時に会場へ　■
品目　食料品・雑貨・衣類等(新品のみ)
※細々したものはお断りすることがあり
ます　■価格　市価の半額以下程度　
■清算　３月14日(月)午後１時～３時に
会場で。売れた商品は10％、残品は１点
につき10円の手数料をいただきます。

＝リサイクル教室＝
ネクタイ１本で作る
『おしゃれなポシェット』

■日時　３月９日(水)午後１
時30分～３時30分　■会場　
市役所分庁舎２階大会議室
■持ち物　ネクタイ、裏地
(25㎝平方)、裁縫道具一式
■参加費　200円程度

問い合わせ　消費生活センター　138-2179

犬のしつけ方１日教室
■日時　３月28日(月)午後１時30分～３時30分
＜小雨決行＞　■会場　総合公園　■対象　生
後５カ月以上の犬と飼い主(狂犬病予防注射･混
合ワクチンを１年以内に接種していること)10組
※応募多数の場合は抽選　■受講料　500円(保
険料を含む)　■申し込み　はがきまたはファク
スに①住所・氏名②電話(ファクス)番号③犬の
名前と種類④犬の年齢と性別⑤Ｅメールアドレ
スを明記し、３月22日(火)までに下記へ

問い合わせ
芦屋動物協会事務局(経済課内)

138-2033/FAX38-2176(〒659-8501住所不要)

■山手中学校区
　大坂城採石場遺跡の保存について
　災害用井戸の設置について
　火葬場へのアクセス道路の安全について
　山手幹線工事の安全性について
　マンションの建設規制について
　山手幹線での環境保全対策について
　環境基準を超えた場合の対応について
　山手幹線の防音壁と植栽について
　山手幹線予定地の松の伐採について
　芦屋川の治水対策について　　　　　　ほか

■精道中学校区
　川西グラウンド周辺の不法駐車問題について
　川西グラウンドの緑化について
　体育館防災倉庫について
　阪神打出駅のバリアフリー化について
　マンション増加での児童増加対策について
　宮川の川底のごみと除草について
　芦屋川の散歩道を連続したものに
　野良猫対策について
　小学生誘拐事件対策について
　高等学校学区統合の対応について　　　ほか

■潮見中学校区
　美術博物館の今後について
　南芦屋浜のバスの便について
　芦屋浜シーサイドタウン歩道の水はけについて
　駐輪場の夜間の利用について
　芦屋浜のゴミ真空輸送は有料化するのか
　阪急バスの運行路線について
　市内歩道のバリアフリー化について
　自転車の無灯火・歩道走行について
　税の増収対策について
　学校の清掃は生徒自身で　　　　　　　ほか

参加者からの主なご意見・ご要望
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検
討
し
、
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

工
事
費
は
全
体
で
四
十
七
億
円
程
度
で
、

工
費
の
半
分
く
ら
い
が
市
の
負
担
に
な

る
予
定
で
す
。

Ｑ
　
十
月
十
五
日
号
広
報
あ
し
や
に
、

環
境
測
定
記
事
に
目
標
値
が
達
成
で
き

て
い
な
い
項
目
が
七
つ
あ
っ
た
。
市
は

ど
う
い
う
対
策
を
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
山
手
幹
線
開
通
時
の
対
策
は

ど
う
か
。

Ａ
　
国
道
四
三
号
の
影
響
を
尼
崎
、
西

宮
、
芦
屋
市
で
対
応
し
、
環
境
省
や
国

交
省
へ
要
望
を
出
し
て
、
だ
い
ぶ
改
善

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
山
手
幹
線
事
業
施
工
で
は
、
騒
音
対

策
と
し
て
遮
音
壁
や
低
騒
音
舗
装
を
、

大
気
へ
の
対
策
に
は
歩
道
に
大
気
汚
染

を
軽
減
で
き
る
平
板
ブ
ロ
ッ
ク
や
樹
木

を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
　
Ｊ
Ｒ
周
辺
の
駐
輪
場
を
使
っ
て
い

る
が
、
最
終
の
バ
ス
よ
り
も
夜
の
帰
り

が
遅
い
た
め
自
転
車
が
出
せ
な
く
な
る

の
で
歩
道
に
止
め
て
い
る
。
夜
中
で
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
　
Ｊ
Ｒ
北
の
駐
輪
場
は
、
建
物
の
維

持
管
理
上
の
問
題
も
あ
り
二
十
四
時
間

開
け
て
お
く
の
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
南
側
に
は
市
営
お
よ
び

民
間
の
駐
輪
場
が
あ
り
、
こ
こ
は
二
十

四
時
間
出
入
り
が
可
能
で
す
。

　
た
だ
こ
こ
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
定
期
利
用
は
満
車
の
状
況
で
す
の

で
、
一
時
利
用
の
み
の
ご
利
用
に
な
り

ま
す
。

Ｑ
　
市
の
行
政
改
革
で
税
の
増
収
を
求

め
る
施
策
は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
目
的
税
な
ど
、
例
え
ば
環
境
保
全

の
た
め
に
税
を
と
る
な
ど
も
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
本
市
は
人
口
も
少
な
く
面
積

も
狭
い
の
で
、
難
し
い
。
法
人
を
誘
致

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
本
市

は
住
宅
都
市
で
あ
る
の
で
、
用
地
を
開

発
し
住
宅
を
誘
致
し
、
住
民
税
の
税
収

を
図
る
な
ど
の
方
策
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
奈
良
県
で
小
学
生
の
誘
拐
事
件
が

あ
っ
た
。
芦
屋
で
は
、
行
政
の
ほ
う
で

ど
う
い
う
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
市
内
の
全
小
学
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー

を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
使
い
方
の
訓
練

も
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
他

人
の
車
に
乗
ら
な
い
、
い
ざ
と
い
う
と

き
、
大
声
を
出
す
訓
練
も
し
て
い
ま
す
。

下
校
時
に
は
同
じ
時
間
に
な
る
よ
う
に

し
た
り
、
保
護
者
に
協
力
を
い
た
だ
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
　
市
民
参
画
課
　
�
1
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２
０
０
７
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